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〔１〕 論文の概要  
（１）論文の目的と研究方法  
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 さらに、本論文における継続学習を支えるシステムとしての CPD への着目は、専門職のエ
ンパワメントを志向する研究、専門性に関する研究の発展に貢献するものであると評価でき
る。  
 質的分析方法である M-GTA の理解、特に【研究する人間】の視点は十分であり、所定の手
順が踏まれており、深い解釈が行われている。そして、本論文に添付されている各概念の分析







者が浮かんでくるような詳細な記述で表現することができている。   
本研究で得られた成果は、ソーシャルワーカーが自らの継続学習を進めていくうえでの道筋
を照らすことにつながり、実践現場での応用が可能と考えられる。  
 一方で、本論文の課題とともに今後の研究への方向性も指摘しておきたい。  
 まずは、概念規定と研究枠組、研究の範囲についてである。研究対象は、保健医療分野のソ
ーシャルワーカーとなっているが、第 1 章から第 3 章までは、ソーシャルワーカー全般に関す
る内容となっているのに対して、第 4 章、第 5 章の調査対象としては、ソーシャルワーカーの
うち、医療ソーシャルワーカー（MSW）が対象となっている。第 4 章、第 5 章の分析結果か
ら考えると、論文全体を、医療ソーシャルワーカーにより焦点を当てた展開とするのも一考で
ある。  
 また、第 1 章第 2 節の現代的ソーシャルワーカー像では、脱専門職化において、専門職が政
治に取り込まれ、国家の影響力が増大していることに起因する現象とし、専門職が国家権力と
の関係の中で成立したものであり、政治的に利用される危険性と隣り合わせであるからこそ、
「社会正義」が重要であるという指摘がなされている。そのことと合わせて、当事者主体、利
用者主体というパラダイム転換も、脱専門職化の背景にあると考えると、ソーシャルワーカー
が利用者、当事者との援助関係において「社会正義」を重視するという立場についてもより言
及されたい。  
専門職団体の議論はマクロ的な面に偏りがちになるが、継続学習との関連から直ちにマクロ
レベルのソーシャルワークについての理論へと結び付けることは、少し唐突に感じる。今回の
結果を踏まえると、メゾレベルに視点を下ろして、もう少し専門職団体がどうあるべきか、あ
りうるかについて示せたのではないか。専門職団体を主語にして、ソーシャルワーカーに向け
て記述してみると具体的な提言までできたと思われる。これについては、インタビューガイド
との関連で、専門職団体についてのデータ収集が必要であり、今後の研究に期待したい。  
M-GTA の結果図について、実践的活用では、どこを抑えたらこのプロセスが稼働でき、水
先案内としての専門職団体は外部環境としてどうあればよいといえるのか、もう少しわかりや
すく提示できるとよかったと思われる。  
以上を踏まえ、研究上の課題点も残されているが、著者の明確な問題意識に基づき、意欲的
に取り組まれて生み出された実証的な研究であり、その学術的価値は高く評価できる。  
よって、本論文は博士（社会福祉学）の学位を授与するに相応しいと判定する。  
